
■フェーズフリーによる認定こども園の実現

・これまでの「非常時への備え」による災害対応は、想像のできない災害に対する備えによるコストアップや維持管理等の

さまざまな負担を負うことによって実現されてきました。「日常時の価値が非常時の価値を生む」フェーズフリーの概念

を取り入れることにより、認定こども園及びその周辺環境に存在する可能性のある脆弱性を日常の価値によって改善し結

果として災害の発生を小さくします。「日常時」も「非常時」でも誰もが安心して利用できる認定こども園の実現を目指

します。

■脆弱性が大きいこれまでの施設計画のイメージ

危機

Hazard

こども園の脆弱性

Vulnerability

■フェーズフリーの概念に基づく脆弱性改善のイメージ

危機

Hazard

こども園の脆弱性

Vulnerability

災害

Disaster

これまでの考え方

フェーズフリーを取り入れた考え方

日常的な価値により脆弱性

を小さくすることで災害を

小さくする

危機に備えることで災害を

小さくする

＜災害を引き起こす原因＞ ＜脅威に対する計画上の欠陥＞

人の手によって変える

ことができない

人の手によって変える

ことができる

＜被害発生＞

＝ ＝

■基本構想と基本設計

・基本構想に基づき、認定こども園は単に保育・教育としての機能だけでなく、地域や小清水町の自然環境を活かした子育

ての拠点施設として、“いつも”のことが“もしも”の時に役に立つ「フェーズフリー」の概念を取り入れ整備します。

・基本構想における６つの基本方針を踏まえ、独自の基本設計コンセプトとして５つのキーワードを掲げて計画します。

＜ ６つの基本方針 ＞

①安全で安心して利用できる施設

②充実した教育・保育を提供できる施設

③子どもにとって魅力ある施設

④地域との連携を活かせる施設

⑤豊かな自然を活かした人と自然にやさしい施設

⑥コスト縮減や維持管理に配慮した施設

＜ 基本設計コンセプト ＞

Ａ.ゆるやかにつなぐ

Ｂ.さまざまな使い方

Ｃ.自然との調和

Ｄ.負担を抑える

Ｅ.活動しやすい

■６つの基本方針と基本設計コンセプトの主な対応関係

■基本設計コンセプトの概要

　Ａ．ゆるやかにつなぐ：部屋と部屋を閉鎖的な壁により仕切るのではなく、窓のある壁や建具などにより間仕切り視覚

的なつながりをもちながら部屋同士をゆるやかに分けることで見通しの良い間取りとすること

ができるため、先生が子どもの動きを把握できたり様子を確認できるとともに、保護者にとっ

てもわかりやすくスムーズな送迎が可能となり、日常時の見守りや保育活動の充実であったり

保護者の安心につながります。また、園庭への豊富な出入口や園舎側の大開口に接した光庭や

サンルームにより、豊かな周辺環境と園舎をゆるやかにつなぐとともに複数の避難経路の確保

が可能となるほか、建物内の様子を容易に伺えることによって、災害時の避難行動や災害対応

時の救命・救助・救援が容易な認定こども園となります。

　Ｂ．さまざまな使い方：日常における年間行事等のイベント利用のほか、保育状況や運営体制の変化に応じて間仕切を

可変できるなど、さまざまな使い方に対応したフレキシブルに活用できる設えとすることによ

って、災害対応時にも部屋の拡張や間仕切の変更が容易となり、広い避難スペースの確保や感

染症対策の隔離スペースの確保ができることで、限られたスペースを最大限使いこなすことの

できる認定こども園となります。

　Ｃ．自然との調和　　：小清水町のさまざまな自然の力を受け入れ、開口部や設備機器などの園舎の建築的設えを通し

て、自然の要素を積極的に取り込むことにより、自然と調和した環境を整えることで、日常時

の園舎での生活や体験を豊かなものにするとともに日常のちょっとした変化を敏感に感じ取れ

る災害予知が容易な認定こども園となります。

　Ｄ．負担を抑える　　：汎用的な資材や工法の選定による建設費などの初期コストの抑制や日常時の維持・管理などの

運営コストの抑制、自然エネルギーの活用によるエネルギー消費を抑制することにより、災害

対応時や復旧復興時の修繕コストの負担や施設稼働における運営コストの負担の抑制につなが

ります。また、避難時や復旧復興時の不安などのメンタル面での負担の抑制などにも配慮した

設えとすることで、安心して長く使い続けられる認定こども園となります。

　Ｅ．活動しやすい　　：日常時に園舎を利用する園児・職員・町民の誰にとってもわかりやすい動線計画や空間構成で

あったり、整理しやすく使いやすい設えの家具や操作しやすい機器類の設置など、日常時のさ

まざまな活動を妨げない計画とすることで、災害対応時に避難しやすく、救助・救援活動のし

やすい状態となるため、復興復旧までの時間を短縮できる認定こども園となります。

１／９
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日常的な価値が脆弱性
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【対応】
・防災備蓄庫
・防災用品
・防災用設備

【負担】
・コストアップ
・スペースの占領
・メンテナンス労力の増大

さまざまな使い方
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Vulnerability Vulnerability Vulnerability

主な脆弱性 主な脆弱性 主な脆弱性

大雨 気候変動 道路からの雨水の流れ込み 物資不足 不十分な備え

自然物 木々が近隣に多くある

人工物 強度の弱い建物

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム

大雪・暴風雪 降雪地域に位置 除雪が不十分 物資不足 不十分な備え

融雪水 春の急速な気温上昇 融雪水の流れ込み 物資不足 不十分な備え

安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

被災状況の確認 被災状況が分からない 被災状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

避難所の場所が分からない 災害の意識が低い

避難の準備不足

安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境

地盤が緩い 建物の損傷 軟弱な耐震性能

落下物・転倒 不十分な備え付け

物資不足 不十分な備え

水道管の不備 断水 不十分な備え

安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

被災状況の確認 被災状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

避難所の場所が分からない 災害の意識が低い

避難の準備不足

安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境

遮るものがない 物資不足 不十分な備え

暗さ

通信障害

寒さ 不十分な熱源システム

④航空火災 航空機の墜落 火災 整備不良や事故等 敷地周辺の住宅 一酸化炭素中毒・火傷等 災害の備えが不十分

⑤道路火災 車両の衝突 交通事故 見通しの良くない道路 交通量の多い幹線道路 怪我・負傷等 災害の備えが不十分

⑥危険物災害 危険物の爆発 火災 整備不良や事故等 敷地周辺の住宅 一酸化炭素中毒・火傷等 燃えやすい建築材料

大規模火災 火災 自然発火、事故等 敷地周辺の住宅 一酸化炭素中毒・火傷等 災害の備えが不十分

安否確認 安否状況が分からない 安否状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

被災状況の確認 被災状況が分からない 被災状況が分からない 通信障害 通信回線が混雑

避難所の場所が分からない 災害の意識が低い

避難の準備不足

安否確認の手段がない

段差や障害物等が点在

孤立化 初対面の人との避難生活

プライバシーの侵害 一人になりづらい環境

⑧林野火災 林野火災 火災 自然発火、事故等 敷地周辺の建物 一酸化炭素中毒・火傷等 災害の備えが不十分

不十分な衛生環境

換気のしづらい環境

密な状況の発生しやすい環境

Hazard：危機 Disaster：災害

起因 現象／行動 主な災害 主な現象 主な被害

建物の損傷 損傷しやすい外装材

停電 地上にある送電線
不十分な電気供給システム

飛来物

不十分な電気供給システム

降雪・融雪
交通障害

交通障害

避難行動

大勢の人が連絡を取り合う

大勢の人が確認

避難 避難が必要な地域

逃げ遅れ

雷 落雷 開けた場所が多い 停電 地上にある送電線

怪我・負傷等
避難所まで遠い

心労 -

➁地震

地面の割れ 地割れ／液状化 標津断層帯の影響が及ぶおそれ

地面道路の隆起

➀風水害

台風等

交通障害

竜巻・突風・暴風 気候変動

交通障害

水道管の破損

避難行動

大勢の人が連絡を取り合う

大勢の人が確認

避難 避難が必要な地域

逃げ遅れ 怪我・負傷等
避難所まで遠い

心労 -

③火山噴火 降灰（礫） 降灰（礫） 火山が近隣地域に存在

視界不良

停電

⑦大規模火災

出火・延焼被害

避難行動

大勢の人が連絡を取り合う

大勢の人が確認

地上にある送電線
不十分な電気供給システム

出火・延焼被害

人と車の接触

出火・延焼被害

避難 避難が必要な地域

逃げ遅れ 怪我・負傷等
避難所まで遠い

心労 -

他人との接触機会が多い 感染

出火・延焼被害

⑨病原体 ウイルス 伝染病 感染力が強い 流行

■認定こども園の計画敷地周辺における災害

・「小清水町地域防災計画」及び「ハザードマップ」のほか、役場新庁舎建設において想定された災害などを考慮して、認定こども園において発生する可能性

のある災害を整理し、フェーズフリーによる認定こども園建設によって回避すべき災害の対象を明確化します。

■認定こども園の計画敷地周辺における災害の体系化

２／９
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■基本設計におけるフェーズフリー

・災害の察知から復旧まで、災害の発生に伴い直面する各段階（ＤＬＣ：ディザスタ・ライフ・サイクル）に対応した機能を整備します。

・次ページ以降に展開するコンセプト一覧表の中から、以下の各段階において要求機能に対応する主な具体例を取り上げ、計画の全体像を示します。

０１ 災害予知

０２ 災害発生

０３ 被害評価

０４ 災害対応

0５ 復旧復興

平常時

・園舎内の様々な開口部を介して外部環境を取り込むことにより、日々の天候の移り変わりや風・気温・湿度・匂いなどの小さな環境の変化を敏感に察知できます。

・敷地周囲に十分なゆとりを確保した開かれた建物配置とすることで、道路からの車両の侵入・衝突などの災害が起きにくい園舎となります。

・移動間仕切により保育室と遊戯室の間の壁をオープンにできるフレキシブルな計画とし、保育室の被害評価、被害把握を容易にします。

・重要な設備機器類を集約して配置し、構造躯体を必要以上に覆わない仕上構成とすることで、災害発生後の被災状況・稼働状況の確認を容易にします。

・移動可能な間仕切り壁の採用により、災害時に帰宅困難な児童が待機できる間取りへの変更を可能にします。

・広い遊戯室や園庭、ボルダリングや築山などの家庭にない環境を持ったワクワクする園舎とすることで、災害時にも園児の運動機会を確保することが可能です。

迫り来る危機を察知する

危機により人的・物的・経済的被害が発生する

被害の程度を評価・把握する

被災者の救命・救助・救援活動と２次災害防止の活動を行う

日常の生活に戻す

・自然通風を活かした風通しの良い間取りとすることで、災害時に自然換気により室内空気を新鮮な状態に保ちます。

・園庭側への豊富な出入口によって、複数の避難経路を確保することが可能であり、救命・救助・救援活動を容易にします。

・落下防止や転倒防止に配慮した家具やインテリアの設えとすることで、災害発生が起きにくく、二次災害の防止に配慮した安心・安全な園舎となります。

・町民の森や畑など、大きな窓から見える日常的な風景の中から気象等の異変を感じ取ることで、災害予知が可能な園舎となります。

活動しやすい ／ 楽しい

さまざまな使い方 ／ 変化

自然との調和 ／ 取り入れる

日常の生活が始まる

・見通しがよく死角の少ない間取りにより、建物内の被害評価・被害把握が容易です。

３／９

ゆるやかにつなぐ ／ 人

負担を抑える ／ メンテナンス

・子育て支援の拠点施設としてワンストップが可能なわかりやすい施設とすることで、保護者の相談・問い合わせ等に対応できる体制を確保します。

・敷地が広く建物周囲にゆとりのある立地条件により、視認性が良く周囲の状況把握や危険察知を一早く行うことができます。

・広さを確保した玄関ホールによって、スムーズに外部と内部の連携がとりやすく被害評価、被害把握が容易となります。

・敷地が広く道道からのアクセスがしやすい立地条件により、敷地内への車両の出入りがしやすく、災害時には救急車両の横付けが容易となります。

活動しやすい ／ わかりやすい

活動しやすい ／ わかりやすい

活動しやすい ／ 使いやすい

負担を抑える ／ 時間

負担を抑える ／ メンテナンス

負担を抑える ／ 環境

自然との調和 ／ 取り入れる

自然との調和 ／ 取り入れる

さまざまな使い方 ／ 受け入れる

さまざまな使い方 ／ 変化

ゆるやかにつなぐ ／ 空間

ゆるやかにつなぐ ／ 空間

ゆるやかにつなぐ ／ 空間

ゆるやかにつなぐ ／ 自然

・複雑な形状ではなくシンプルな形状の建具や建物とすることで破損や崩壊しにくい建物となり、屋内救急活動スペースとしての安全性を確保します。

・町民の森に近い立地条件により、火災の延焼や風雪害など、災害時に周囲からの二次的被害が起きにくく、救急活動が行いやすい園舎となります。

・災害時の感染予防対策として、病後児保育室を隔離個室として利用することが可能です。

・一般的な施工方法を用いたシンプルな建物とすることで、施設管理がしやすく、一般流通材により修繕できる可能性が上がります。

・避難者にとってわかりやすいスムーズな動線により、避難時の混乱を回避するとともに災害対応時の救命・救助・救援活動を円滑なものとします。

＜基本設計コンセプト＞
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凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

サンルーム ・大開口の窓を設けた陽当りの良いサンルーム
・自然を感じられる開放的な空間
・コスト低減

1)屋外の様子が伺えるので危険察知、状況把握が容易
5)災害時の消費電力の抑制

○ ○

光庭
・サンルームに面した光庭や、部屋に囲まれ

た光庭により室内からすぐ近くに屋外の自
然を感じられる空間を配置

・自然を感じられる開放的な空間
・病後児室の環境向上
・外遊びの空間
・コスト低減

1)屋外に出られるので危険察知、状況把握が容易
3)外部からの被害評価
5)災害時の消費電力の抑制

○ ○ ○

A-02 天候に左右されない活動 軒のあるテラス ・庇下、人工木材デッキ ・雨や日差しの強い日の遊び場
1)屋外(庇下)での危険察知、状況把握が容易
3)屋外(庇下)で建物周囲の被害評価、被害把握が容易
4)雨や強い日差しを遮る避難場所

○ ○ ○
➀、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦

A-03 食育を学べる施設 子ども農園 ・屋外に菜園など食物を育てるスペースを確保 ・食育に活用 5)災害時の食料に活用 ○ ➁、⑤、⑨

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

A-04 屋外での様々な遊び 築山のある広い園庭 ・起伏のある自然素材の遊具
・園児の運動機会確保
・自然を取入れた様々な遊び

5)災害時の運動機会確保、体力維持 ○ ➁、⑤、⑨

A-05 敷地境界からの建物の離隔距離を確保 敷地内の充実した屋外スペース ・園庭、駐車場 ・走り回れる広々とした園庭、車が止めやすい駐車場

1)周囲が見渡せるので危険察知、状況把握が容易
2)周囲から建物への侵入がおきにくい
4)屋外救急活動スペースの確保
5)屋外避難スペースの確保

○ ○ ○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

A-06 敷地周辺が道路や畑に囲まれている 周囲の建物や土地との十分な離隔 ・園庭、駐車場、堆雪スペース ・景観への配慮

1)周囲が見渡せるので危険察知、状況把握が容易
3)建物周囲の被害評価、被害把握が容易
4)災害時に周囲からの二次的被害がおきにくく救急活動が
行いやすい

○ ○ ○
①、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

A-07 屋内外の自由な行き来 園庭側への豊富な出入口 ・園庭側に出入りできる掃出し窓を設置 ・園庭への出入りが安易 4)避難経路の確保 ○
➀、➁、③、
⑦、⑧

A-08
職員が児童の把握をしやすい視認性の高い
園舎

職員室、共育てホール、遊戯室、未満児ホー
ル、保育室の各エリア間にガラス窓を設けた
間仕切を設置
職員室が低年齢児エリアに近い

・大きな開口のある間仕切壁
・複数ある職員用動線

・開放的で繋がりのある空間
・先生の見守り対応の向上

3)見通すことができるので建物内の被害評価、被害把握が
容易
4)屋内救急活動の動線確保

○ ○ ➀、➁、③

A-09 学び続けられる環境 音が漏れにくく園児の集中を妨げない保育室 ・遮音性能が高い間仕切壁 ・学ぶ環境の充実
4)災害時の混乱緩和・災害時の迅速対応が可能
5)落ち着いた空間を確保できる

○ ○
➀、➁、③、
⑨

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

A-10 死角がなく、視認性が高い園舎 見通しがよく死角の少ない間取り ・凹凸の少ない壁 ・使い勝手の良い部屋 3)死角がないので建物内の被害評価、被害把握が容易 ○ ➀、➁、③
[1]
安全で安心して利
用できる施設

A-11 送迎が容易な園舎
保護者にとってスムーズな動線
玄関から職員室が近い

・駐車場からエントランスまでの距離が比較的近い
・玄関と連続した共育てホール
・玄関と隣接した職員室

・スムーズな送迎
・先生と保護者、保護者同士のコミュニケーションの向上

3)職員と保護者の連携が取りやすく被害評価、被害把握が
容易
4)災害時の混乱緩和、迅速対応が可能

○ ○ ➀、➁、③

A-12 食育ができる 見える調理室
・幼児達が調理室内の様子が伺える窓
・食育に関する絵本が置けるスペースを調理室の周りに配

置

・食育に活用
・給食に関する窓越しのコミュニケーションが可能

3)調理室との連携が取りやすく被害評価、被害把握が容易
5)調理師と窓越しのコミュニケーションが取りやすい

○ ○ ➀、➁、③

A-13
こども・子育て支援の拠点施設となる地域
に愛される園舎

子育て支援の拠点施設としてワンストップ対
応が可能なわかりやすい施設
小清水町らしさが伝わる施設

・こども園と子育て支援が複合化され、子どもに関する施
設が集約された建物

・こども園と子育て支援センターのオープンな対応窓口
・多様な保護者ニーズにワンストップ対応

5)保護者の相談・問い合わせ等に対応できる体制の確保
5)一時預かり事業により多様なニーズに対応が可能

○
➀、➁、③、
⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

屋内遊戯場を３歳以上児・３歳未満児に分け
て設置

・遊戯室の他に低年齢児が遊べる未満児ホールを配置し、
高年齢児と低年齢児が交流できるスペースを複数確保す
る

・年齢に合わせ遊戯室、未満児ホールに分かれて活動
4)屋内救急活動スペースの確保
5)復旧支援のための一時避難スペースが柔軟に設置できる

○ ○

屋外遊具を３歳以上児・３歳未満児に分けて
設置
大人数で遊べる広い園庭

・年齢に合わせた大型小型の屋外遊具を１つの園庭の中に
数種類配置

・大人数で遊べる広い屋外空間

・年齢に合わせた遊具をゾーニングして提供
・年齢問わず一緒に活動できる

4)屋外救急活動スペースの確保
4)グラウンドへの避難誘導が容易
5)災害時でも成長に合わせた子どもの体力維持が可能

○ ○

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

A

ゆ
る
や
か
に
つ
な
ぐ

自
然

A-01
自然採光を活かした小清水の自然を感じら
れる空間

➀、➁、③、
④、⑥、⑦

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

[5]
豊かな自然を活か
した人と自然にや
さしい施設

[[5]]
豊かな自然を活か
した人と自然にや
さしい施設

空
間

[1]
安全で安心して利
用できる施設

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

人

A-14
成長に合わせ高年齢と低年齢児がそれぞ交
流できる園舎

➀、➁、③、
⑨

[3]
子どもにとって魅
力ある施設

４／９

■フェーズフリー計画コンセプト一覧表

・５つの基本設計コンセプトやフェーズフリーの各レイヤーと園舎計画との対応関係を一覧表で示します。
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凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

A-15 他の園児と価値観が共有できる園舎 園児が他クラスの活動を見やすい保育室 ・幼児の目線に開口のある建具 ・園児が他クラスの活動をいつでも見ることができる 3)保育室の被害評価、被害把握が容易 ○ ➀、➁、③
[3]
子どもにとって魅
力ある施設

A-16
施設関係の人以外の人との多世代交流の拠
点となる園舎

様々な町民と交流・会議ができるスペース
・多世代の方の相談ができる相談室
・子育て支援ホール及び子育て支援相談室

・様々な町民と交流・会議ができる 5)災害時にいつも利用する場所で町民の協力が得られる ○
➀、➁、③、
⑨

[4]
地域との連携を活
かせる施設

A-17 機能に応じた明確な駐車場のゾーニング
認定こども園・子育て支援センター・調理室
等管理所室の各エリアの出入口位置に合わせ
て駐車場を設置

・駐車場、ポーチ、車寄せ
・車両動線の交錯を回避
・利用者の利便性の向上

4)災害時の混乱緩和、迅速対応が可能 ○ ➀、➁、③

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

A-18 子どもの成長を感じる 難易度の異なる様々な遊具 ・成長過程に沿って変わる既製品遊具 ・各種遊具により成長を感じる 5)災害時でも成長に合わせた子どもの体力維持が可能 ○ ➁、⑨
[3]
子どもにとって魅
力ある施設

A-19 子育て支援機能を有する園舎 園舎内に子育て支援センターを設置

・建物としてこども園と一体的な子育て支援センターを配
置

・いざという時にこども園と子育て支援センターが行き来
できる扉を設置

・子育て支援の充実

3)こども園と子育て支援センターの連携が取りやすく被害
評価、被害把握が容易
4)災害時の迅速対応が可能
5)保護者の相談・問い合わせ等に対応できる体制の確保
5)一時預かり事業により多様なニーズに対応が可能

○ ○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[4]
地域との連携を活
かせる施設

B-01
使い方に応じた変更が可能で将来の改修が
容易な園舎

児童数に応じて移動可能な間仕切りを使用
し、保育室の活用方法を変更したり改修する
ことができる
（将来に向けた利用方法の変更を見込める）

・移動可能な間仕切り壁を採用
・大規模な改修の場合でも対応可能な乾式間仕切壁の採用

・保育スペースとして活用
5)帰宅困難な児童が待機できる間取りへ変更可能
5)災害時に用途に合わせて広さを可変できる部屋

○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

B-02 フレキシブルな空間 開放できる保育室
・移動間仕切により保育室と遊戯室の間の壁をオープンに

できる
・保育状況に応じて保育室を変更できる

3)保育室の被害評価、被害把握が容易
5)帰宅困難な児童が待機できる間取りへ変更可能
5)災害時に用途に合わせて広さを可変できる部屋

○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[3]
子どもにとって魅
力ある施設

B-03 給食時間を楽しめる設え
楽しく食事ができるためにくっつけたり、活
動する際に一人用にセパレートできる机

・生活の場面に合わせて変形する家具 ・生活環境の充実
5)帰宅困難な児童が待機中に遊ぶことができる家具
5)災害時のに用途に合わせて大きさを可変できる家具

○
➀、➁、③、
⑨

管理エリアを可変できる間仕切りにする
・医務室や応接相談室などの壁を乾式間仕切壁にして可変

可能にする
・日常仕様 5)必要な場合に間仕切りを解体し部屋を連結する ○

➀、➁、③、
⑨

子育て支援センターにプライバシーに配慮し
て個別に相談できるスペースを確保

・独立した相談室を配置 ・相談ができる個室
5)プライバシーが確保された相談室は病後児室等隔離が必
要な室として活用できる

○
➀、➁、③、
⑨

各学校や関係機関と連携可能なスペース
関係機関と会議等が連携可能なスペースの確
保

・応接室を配置 ・会議等での連携が容易 5)復興復旧の会議等で利用可能 ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

各学校や関係機関と連携可能な設備
職員室でプロジェクターを投射できる内装仕
上

・映写対応の内装仕上 ・打合せ・会議に使用
3)災害時の情報提供を映像を使って行う
5)復興復旧の会議等で映写利用可能

○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

B-06 自立心を育む 午睡できるスペース
・クラス全員分の幼児用布団が敷けるスペース
・遮光カーテンにより光を遮る

・午睡に使用する
5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に園児も対応しやすい

○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[3]
子どもにとって魅
力ある施設

B-07 みんなで集まって学習体験できる 遊戯場に映像投影可能な設備
・映写投影が対応可能な内装仕上及びカーテン生地を遮光

仕様にする
・映像教材を視聴する

3)災害時の情報提供を映像を使って行う
5)復興復旧の会議等で映写利用可能

○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

B-08 屋外行事の開催 屋外行事が行える大きな屋外空間 ・運動会が行える大きなグラウンド ・運動会など屋外行事の実施
4)屋外救急活動スペースの確保
5)屋外の一時避難スペースとして確保

○ ○ ➁、⑨
[3]
子どもにとって魅
力ある施設

B-09
インフラ（排水）が途絶えても利用できる
施設

災害時にも使用可能な水洗トイレ
・タンク付きの便器

（水をタンクに入れれば排水が可能）
・汚水槽の設置

・トイレ
5)災害時の衛生環境の確保

また一般的な公共施設では幼児用トイレが設置されてい
ないところもあるため、災害時の幼児の安心感を支える

○ ➀、➁

感染者用動線の確保 ・風除2（職員用玄関） ・職員専用の管理動線を確保
4)感染者専用動線の確保
5)同上

○ ○

感染者用保育室の確保 ・病後児保育室 ・相談室などとして利用
4)隔離個室として利用
5)同上

○ ○

[4]
地域との連携を活
かせる施設

受
け
入
れ
る

[1]
安全で安心して利
用できる施設

B-10 感染予防の充実 ⑨

A

ゆ
る
や
か
に
つ
な
ぐ

人

機
能

B

さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方

変
化

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

B-04 多様なニーズに柔軟に対応ができる建物

重
な
る

B-05

５／９
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凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

C-01 立地を活かす 町民の森 ・町民の森へのアクセスが容易な建物配置 ・自然を感じる

1)敷地周辺の自然環境の変化から危険察知、状況把握が容
易
4)災害時に周囲からの二次的被害がおきにくく救急活動が
行いやすい

○ ○ ➀、➁、⑤

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

町民の森
子ども農園の設置

・町民の森が敷地から近い位置にある
・子ども農園の設置

・園児の運動機会確保
・食育に活用

1)気象等の変化を察知する
5)災害時の園児の運動機会の確保
5)災害時の非常食に活用

○ ○ ➀、②、⑨

貯水を活用した学び
風を使った学び
太陽光の学び

・どろんこ砂場の設置
・風力発電付き外灯の設置
・太陽光発電付きの外灯の設置

・水遊び・泥遊び
・学びに活用できる外灯

1)気象等の変化を察知する
5)生活用水に利用
5)明かりにより避難者の不安解消

○ ○
①、➁、③、
⑨

大きな窓 ・風が通り抜ける大きな開口部の設置 ・環境に配慮
1)屋外の様子が伺えるので危険察知、状況把握が容易
5)自然換気による災害時の消費電力の抑制

○ ○
①、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

風通しの良い間取り
ハイサイドライトによる効率的な夏場の自然
換気

・部屋の前後に設けた窓
・温度の高低を活かした換気窓の設置

・換気が容易
5)災害時の消費電力の抑制

また自然換気により室内空気を新鮮な状態に保つ
○ ①、②、⑨

C-04 自然採光を活かした空間
南側に面した大きな窓
サンルーム、ハイサイドライト

・自然採光を目一杯取り入れられる南側に面した窓ガラス
・ハイサイドライトによる園舎中心部への自然採光

・照明のエネルギー負荷低減
・園舎の奥まで明るい

1)屋外の様子が伺えるので危険察知、状況把握が容易
5)自然採光による災害時の消費電力の抑制

○ ○
➀、➁、③、
⑨

C-05 感染症対策に適した換気しやすい施設 新鮮な空気の確保
・卓越風を考慮した開口配置
・病後児保育室の設置

・換気しやすく衛生面を保ちやすい
・空調のエネルギー負荷低減

5)災害時の衛生面を保ちやすい
5)自然換気による災害時の消費電力の抑制

○
①、➁、③、
⑨

[1]
安全で安心して利
用できる施設

C-06 小清水の自然を学べる設備
雨水を活用できる設備（子ども農園等で利
用）

・雨水タンクを設置 ・散水に活用
1)雨水の量を確認できるので危険察知、状況把握が容易
5)災害時に生活用水に利用

○ ○ ➀

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

C-07 地域材の有効活用 自然素材を活かした木仕上げの内装 ・木を活かした内装仕上 ・温もりを感じる内装 5)避難者の精神的な安らぎ、不安状態の解消 ○
➀、➁、③、
⑤、⑨

小清水らしさを感じるアットホームな空間 ・温かみのある木フローリングを採用 ・家庭的な環境 5)避難者の精神的な安らぎ、不安状態の解消 ○
➀、➁、③、
⑤、⑨

暖色系の照明 ・LED照明を採用 ・暖かみを感じる照明 5)避難者の精神的な安らぎ、不安状態の解消 ○
➀、➁、③、
⑤、⑨

C-09 環境負荷の少ない園舎 省エネ性能の高い園舎
・断熱サッシ、断熱性の高い外壁
・熱伝導率の小さい断熱材

・断熱性能の向上によるランニングコストの削減 5)断熱性能向上による災害時の消費電力の抑制 ○
①、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

維持管理しやすい施設
・耐久性能が高く、メンテナンスの頻度が少ない建材の採

用
・ランニングコストの削減

4)登園児の安全な待機場所の確保
また負傷者の受入れ場所の確保

5)同上
○ ○

➁、③、④、
⑤、⑥、⑦、
⑧、⑨

町民のニーズに対し可変性のある施設
・細かく分けられた部屋ではなく可変性のある大きな部屋

がある建物
・保育状況の変化に対応できる

4)屋内救急活動スペースの確保
5)復旧支援のための一時避難スペースが柔軟に設置できる

○ ○
①、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

破損しにくい建具・建物
・複雑な形状ではなくシンプルな形状の建具や建物にして

破損や崩壊しにくい建物にする
・保育、教育活動の安全性確保

4)屋内救急活動スペースとしての安全性確保
5)復旧支援のためのスペースとしての安全性確保

○ ○
①、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

[1]
安全で安心して利
用できる施設

耐久性のある建材
・外装材により躯体を保護し構造体の経年劣化のスピード

を遅らせる
・更新可能な仕上げ材を採用しメンテナンスの手間を軽減

・ランニングコストの削減
4)屋内救急活動スペースとしての安全性確保
5)復旧支援のためのスペースとしての安全性確保

○ ○
①、②、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

D-03 長寿命な園舎
園児数に応じて将来に向けた保育室の利用方
法の変更を見込める

・大規模な改修の場合でも対応可能な乾式間仕切壁の採用 ・活動に合わせて変えることができる保育スペース 5)災害時の状況に合わせて可変できる壁 ○ ➀、➁、⑨

D-04 コスト抑制 一般的な施工方法を用いたシンプルな建物 ・一般流通材を使用した建物 ・施設管理がしやすく、地元業者による修繕が可能
5)施設管理がしやすく、一般流通材により修繕できる可能
性が上がる

○ ➀、➁

D-05 点検・修繕が容易な園舎
メンテナンスを行いやすいように集約
事業者を限定しない方法で実施可能
必要以上に覆わない

・電気室や機械室など基となる重要な設備機器を集約した
室を配置しメンテナンスを行いやすくする

・仕上材や設備機器などは一般流通材を使い、事業者を限
定しない方法を採用

・維持管理のしやすいシンプルな仕上構成

・施設管理がしやすく、地元業者による修繕が可能
3)被災状況、稼働状況の確認が容易
5)施設管理がしやすく、地元業者による修繕が可能

○ ○ ➀、➁

D-06 点検・修繕が容易な遊具 点検・修繕が容易で安全な遊具 ・メンテナンスを行う業者が取り扱う既製品遊具の選定 ・管理しやすい遊具
3)災害時でも破損状況が把握可能
5)災害時でも点検、修繕が可能

○ ○ ①、➁

温もりと安らぎを感じる園舎

D

負
担
を
抑
え
る

時
間

D-01 長寿命な園舎

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

D-02 耐久性のある園舎

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

C

自
然
と
の
調
和

取
り
入
れ
る

C-02 自然を取入れた様々な活動

[5]
豊かな自然を活か
した人と自然にや
さしい施設

C-03 自然通風を活かす

[5]
豊かな自然を活か
した人と自然にや
さしい施設

な
じ
む

C-08
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凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

建設場所が平坦な土地
・整地が容易
・避難がしやすいフラットな園庭、フラットな駐車場を確

保

・整地するための工事費を抑えられる
・環境整備がしやすい

3)フラットな土地により視認しやすく、被災状況を確認し
やすい
4)屋外救急活動スペースの確保
5)屋外一時避難スペースの確保

○ ○ ○ ①、➁

町有地を活用し、土地の取得費用負担がない
水道管が近くにあり、取水費用が安価

・インフラ（上下水道、電気など）が整備された敷地周辺
の条件に合せた建物の配置計画
（インフラから建物までの距離が近い）

・施設管理がしやすく、地元業者による修繕が可能
・環境整備がしやすい

3)敷地周辺にインフラが整備されていることにより、被災
状況を確認しやすい

○ ①、➁

D-07 立地を活かす ゆとりのある広い敷地

・建物の周りにゆとりを持った外構計画（駐車場、園庭、
アプローチなど）が可能

・周囲にゆとりがあるため建物の建設工事が容易（工事費
を抑えられ、工程もスムーズに進みやすい）

・計画建物と近隣建物はゆとりを持った離隔距離を確保

・車での送り迎えがしやすい配置計画
・ゆとりがあるためメンテナンス工事も行いやすい
・運営中の騒音など近隣に対して配慮された配置計画

1)敷地にゆとりがあるので視認性が良く危険察知、状況把
握が容易
3)敷地にゆとりがあるので視認性が良く,被災状況を確認
しやすい
4)屋外救急活動スペースの確保
5)屋外一時避難スペースの確保

○ ○ ○ ○
①、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧

D-08 省エネ性能の高い園舎 省エネの園舎（ZEB）
・断熱性能の高い外壁の採用
・断熱気密性能の高い窓サッシを採用
・高効率な設備機器の採用

・ランニングコストの削減
・快適な温熱環境

5)熱効率向上による災害時の消費電力の抑制 ○
➀、➁、③、
⑨

D-09 自然採光を活かした空間 南側に面した大きな窓ガラス ・自然採光を目一杯取り入れられる窓ガラス ・自然採光により明るい室内 5)自然採光による災害時の消費電力の抑制 ○
➀、➁、③、
⑨

[5]
豊かな自然を活か
した人と自然にや
さしい施設

E-01 保育職員が活動しやすい間取り

職員にとってスムーズな動線の確保
保育スペースから器具庫・遊技場・ﾄｲﾚへの
動線
保育スペースから園庭(屋外)への動線
職員室から保育スペースへの動線
調理室から配膳箇所への動線
隣接する保育室同士を繋げる建具を設置

・職員用動線の明確化及び集約
・回遊動線の確保（一方通行や行止りとなる動線を少なく

する）
・各保育室に直接屋外に出られる窓
・調理室から各保育室までの動線確保
・隣接する保育室間に引き戸を設ける

・業務効率化
・保育・教育活動を支える動線確保
・先生同士の連携のしやすさが向上

4)日常使われている動線により混乱しにくい
5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に対応しやすい

○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

置き場所の決まった靴置き場
午睡の布団を保管するスペース

・決められた場所に置く下足箱
・布団収納

・自分の場所がわかる靴置き場
・自分で敷くことができ、決まった場所に片付ける

4)災害時も自分の靴を迷わず探せる
5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に対応しやすい

○ ○
①、➁、④、
⑤、⑥、⑨

ジャンパー、帽子を園児が自分で管理できる
スペース

・幼児が自分で出し入れできるロッカーを設置 ・自分で着脱し、決まった場所に掛ける
4)災害時に自分の持ち物を迷わず探せる
5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に対応しやすい

○ ○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥

後片付けがしやすい施設
・使われる場所の近くに収納を配置
・園児や職員など使う人に合わせた高さや広さの収納を配

置

・作業時間が減らせる
・片付け場所が明確になる

4)救助救援する際に探さなくていい
5)災害時の物品管理、復旧がしやすい

○ ○ ➀、➁、⑨

必要な場所に必要なモノがある ・用途ごとに収納する物品が決められた収納 ・作業時間の効率化
4)救助救援する際に探さなくていい
5)災害時の対応、復旧がしやすい

○ ○ ➀、➁、⑨

子ども用の個人別収納スペース ・下足箱やロッカーなどの造作家具 ・整理整頓の指導がしやすい
4)救助救援する際に探さなくていい
5)災害時の自己管理がしやすい

○ ○ ➀、➁、⑨

E-04 余裕ある収納スペース

器具庫の設置（遊戯室）
教育資材の収納スペース
医務室
保育室の収納
バックヤードスペース（調理室・リネン室）
調理室に隣接した備蓄収納棚

・遊戯室に併設した器具庫
・管理エリアに設ける教材、物品庫
・救急用品が収納できる棚
・学習教材や遊具などを収納できる造作家具
・管理エリアに設ける物品庫
・調理関係の収納は調理エリア内に収納を配置
・備蓄用収納棚
・落下防止策が講じられた棚

・体育用具を管理しやすい
・玩具等の収納
・救急用品の収納
・学習教材や遊具等の収納
・調理器具等の収納
・備蓄用の収納

2)災害時でも収納物が落下しにくい
4)救助救援する際に探さなくていい
5)災害時の自己管理がしやすい

○ ○ ○
➀、➁、③、
⑨

E-05 分かりやすいセキュリティエリアの表示
園児が入れる場所などのエリアを表示分けす
る

・絵付きや色分けしたサインやピクトサインにより表示
・幼児の生活エリアと管理エリアを明確に区分

・セキュリティエリアの認知 4)災害時に混乱せず迅速対応が可能 ○ ➀、➁、③

E-06 教育・保育活動がスムーズに行える 用途別の物品庫を設置
・大きな物品や遊具などは物品庫や器具庫に収納し、保育

室で使う物は保育室内の造作家具に収納
・転倒防止対策が講じられている造作家具を設置

・色画用紙、折紙などの保育素材と災害備蓄品を収納
2)災害時でも収納物が転倒しにくい
5)災害時の対応、復旧がしやすい

○ ○
➀、➁、③、
⑨

E-07 遊びを妨げない環境
園児にとってスムーズな動線
保育スペース→器具庫・遊技場・ﾄｲﾚ(屋内)
保育スペース→園庭（屋外）

・適切な場所に適切な量の収納を確保 ・遊びの充実
4)災害時に混乱せず迅速対応が可能
また遊んでいない物が日常からきちんと収納されているこ
とでスペースが確保できる

○
➀、➁、③、
⑨

E

活
動
し
や
す
い

わ
か
り
や
す
い

E-02 自立心を育む
[3]
子どもにとって魅
力ある施設

E-03 必要な場所に必要なモノがある

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

D

負
担
を
抑
え
る

環
境

D-07 立地を活かす

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

エ
ネ
ル
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凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

送迎時に混雑しないような動線や広さを確保
した玄関

・二方向の出入口
・広さを確保した玄関ホール

・スムーズな送迎
3)外部と内部の連携が取りやすく被害評価、被害把握が容
易
4)災害時の混乱緩和・非常時の迅速対応が可能

○ ○
➀、➁、③、
⑨

ヒヤリ・ハットが起きにくい駐車場
・歩車が分離された動線計画
・風除室の目の前は歩行空間
・誘導サイン、誘導標式の設置

・スムーズな送迎 2)歩車分離されているため事故などが起きにくい ○ ①、➁、③

E-09
子ども・子育ての拠点施設となる地域に愛
される園舎

こども園と子育て支援センターのワンストッ
プ対応

・こども園と子育て支援センターが複合化され、子どもに
関する施設が集約された建物

・こども園と子育て支援センターのオープンな対応窓口
・多様な保護者ニーズにワンストップ対応

5)保護者の相談・問い合わせ等に対応できる体制の確保
5)一時預かり事業により多様なニーズに対応が可能

○
➀、➁、③、
⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

落下防止に配慮した収納 ・落下防止用金具などを設置した造作家具 ・保育、教育活動の安全性確保
2)落下地点にいる人への安全性確保
5)一時避難スペースとしての安全性確保

○ ○ ➁

転倒防止に配慮した家具・インテリア ・転倒防止のための滑留めや固定金物を設置した造作家具 ・保育、教育活動の安全性確保
2)落下地点にいる人への安全性確保
5)一時避難スペースとしての安全性確保

○ ○ ②

角のない家具・インテリア ・面取りなど角を削った造作家具 ・子どもの安全確保
2)園児への安全性確保
5)同上

○ ○ ①、②、③

安全な遊具 ・直す箇所がわかりやすい既製品遊具 ・メンテナンスが容易
3)遊具の被害評価、被害把握が容易
5)災害時の園児の運動機会の確保

○ ○ ②、⑨

子どもに合った生活環境として園児の年齢に
あった衛生設備（トイレ、水道（自動水栓、
一部手動）、足洗用シャワー）の設置

・年齢別の衛生設備仕様 ・生活環境の充実 5)一時避難スペースとしての混乱緩和、安全確保が可能 ○
➀、➁、③、
⑨

園児の年齢に合った机・椅子 ・年齢別の机、椅子仕様 ・生活環境の充実 5)一時避難スペースとしての混乱緩和、安全確保が可能 ○
➀、➁、③、
⑨

出し入れしやすい布団置き場
・布団収納

（０～２歳児は各保育室、３～５歳児は遊戯室）
・生活環境の充実 5)一時避難スペースとしての混乱緩和、安全確保が可能 ○

➀、➁、③、
⑨

年齢に合わせた遊具・玩具・家具 ・年齢別に大きさや難易度が異なる遊具や玩具、家具 ・生活環境の充実
5)一時避難スペースとしての混乱緩和、安全確保が可能
5)災害時の園児の運動機会の確保

○
➀、➁、③、
⑨

[3]
子どもにとって魅
力ある施設

効率的なゴミ置き場の設置
・一般ゴミ置き場と調理用ゴミ置き場の分別
・管理用駐車エリアの近くにゴミ置き場を配置
・ゴミ置き場は中から出して、外から回収できる

・収集がしやすい、管理がしやすい
5)整理されているので片付けしやすく、復旧復興活動が行
いやすい

○ ➀、➁、⑨

効率的なゴミ箱の設置 ・必要なところに配置されたゴミ箱 ・捨てやすい
5)整理されているので片付けしやすく、復旧復興活動が行
いやすい

○ ➀、➁、⑨

E-13 掃除がしやすい園舎 掃除がしやすい施設
・シンプルな形状の部屋
・適切な位置にコンセントを配置

・衛生的かつ短時間で清掃できる 5)掃除や片付けしやすく、復旧復興活動が行いやすい ○ ➀、➁、⑨

E-14 自分の成長を実感できる遊び 年齢に合った遊具・興味のひく遊具
・年齢やエリアごとの遊具
・年齢にあった遊びができるスペースの確保
（生活拠点となる保育室に近い位置にスペースを確保）

・遊びや生活環境の充実
5)保育室に近い位置にスペースが確保されているため復旧
復興の連携が可能

○
➀、➁、③、
⑨

E-15 多様なニーズに応えられるトイレ 年齢用途別なトイレ
・大人や幼児、未満児や車椅子の方まで対応できるトイレ

を配置
・年齢に応じたトイレ、多目的トイレ

5)災害時も年齢に応じたトイレ、多目的トイレの使用が可
能

○
➀、➁、③、
⑨

[4]
地域との連携を活
かせる施設

E-16 広いフラットな駐車場 広いフラットな駐車場
・来園者を限定しないバリアフリーなデザイン
・段差が少なく除排雪の妨げにならない路面
・送迎時にも十分止めることができるだけの広い駐車場

・来園者の利便性
4)園児を安全に親に届けられる
4)広い駐車場により一時避難時でも駐車が可能
5)広い駐車場により復旧復興時に駐車が可能

○ ○
➀、➁、③、
⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

E-17 歩行の妨げとならない動線 段差をつくらない ・２cm以下段差またはスロープの設置
・子どもの安全確保
・段差があったとしても車いす使用者が安全に超えられる
段差

4)避難動線及び物資運搬動線の支障とならない動線の確保
5)復旧j復興の支障とならない動線の確保

○ ○
➀、➁、③、
⑤

[1]
安全で安心して利
用できる施設

E-18 立地を活かす アクセスのしやすい建設場所
・道道から敷地内へのアクセスを２ヵ所設け出入りのしや
すい車両動線を確保

・道道に面していて利用しやすい
2)敷地周辺に広い土地があるので救急車が横付けしやすい
4)交通整理が行いやすく救急活動が行いやすい
5)支援物資の搬出入など復旧復興が行いやすい

○ ○ ○
➀、➁、③、
⑨

[6]
コスト縮減や維持
管理に配慮した施
設

成長過程に配慮した園舎

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

E-12 ゴミ処理のしやすい園舎

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

E

活
動
し
や
す
い

わ
か
り
や
す
い

E-08 送迎が容易

[2]
充実した教育・保
育を提供できる施
設

使
い
や
す
い

E-10 遊びや生活における安全性に配慮した園舎
[1]
安全で安心して利
用できる施設

E-11
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2022/12/13   

凡例：➀風水害　➁地震　③火山噴火　④航空火災　⑤道路火災　⑥危険物災害　⑦大規模火災　⑧林野火災　⑨病原体

1 2 3 4 5

機能方針 仕様・性能 施設・設備・建物
災害
予知

災害
発生

被害
評価

災害
対応

復旧
復興 ①～⑨

非常時
(1～5はDLCに対応)

DLC（ディザスタ・ライフ・サイク
ル） ハザード 基本計画に

基づく方針
概念・思想

コンセプトレイヤー
要求機能

№

ファンクションレイヤー スペックレイヤー ファシリティレイヤー
日常時

災害時の電源の確保
・再生可能エネルギー（太陽光発電、EV車等からの受電
設備）の設置

・日常時の電力供給 5)災害時の一部電力確保 ○ ➀、➁、③

災害時の水の確保（飲料水）
・敷地近くに２本配管が通っている水道本管から１箇所引
込み

・日常時の水の確保 5)水道本管の切替え ○ ➀、➁、③

冬期間の災害時に必要な暖房の確保
・自然採光取込むことができる大きな窓
・ポータブル非常用発電機の準備

・日常時の暖の確保
5)災害時の暖の確保
また日中は自然採光により室内空気を温める

○
➀、➁、③、
⑨

適切な明かりがある
・自然採光を取込む
・LED照明を採用し省エネで長寿命化

・学びや生活環境の充実
5)自然採光により停電時も明るさを確保
5)LED照明の採用により長期化する復旧、復興でも交換
頻度を少なくできる

○ ➀、➁、③

各室で温度管理ができる
・個別制御が可能な空調設備
・換気用窓により温度調整を行う

・学びや生活環境の充実
5)無駄な部屋へのエネルギー供給を無くし、必要な暖を取
る
5)夏季の空冷のため自然通風を確保できる

○
➀、➁、③、
⑨

E-21 活動を妨げない食事の提供
カートを使用した配膳
カートが安全に通れる動線

・周囲からの影響を受けにくい安定した配膳カート
・活動している幼児と運搬しているカートが上手にかわせ
る動線

・保育中の食事運搬が容易 5)災害時の食事供給が容易 ○
➀、➁、③、
⑨

E-22 午睡の際に暗くできる設備 午睡の際に暗くできる設備 ・遮光カーテンの設置 ・午睡に使用する 5)復旧復興時、避難者が安心して休息できる ○ ➀、➁、⑨

E-23 園庭に出られる保育室 保育室から園庭に直接出られる出入口 ・園庭に面する保育室の外壁に掃出し窓を設ける ・園庭への出入りが容易 4)避難経路の確保 ○ ➁、⑨

ボルダリング
築山
大型遊具
広い遊戯場
広い園庭

・平坦な動きだけでなく上下運動が可能なボルダリング
・夏は上り下りをしたり冬はソリで滑ることができる築山
・屋外で遊ぶことができる屋外大型遊具
・屋内でも集団で遊ぶことができる広い遊戯室
・走り廻れることができる広い園庭

・子どもの落ち着く場所、体を動かす広い遊び場

5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に園児も対応しやすい
5)災害時の園児の運動機会の確保
5)屋外一時避難スペースの確保

○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

絵本コーナー、デン
・絵本棚
・低い天井やベンチ

・園児の落ち着く場所
5)いつも使っている園舎が一時避難スペースとなり、避難
生活に園児も対応しやすい

○
➀、➁、③、
④、⑤、⑥、
⑦、⑧、⑨

3歳未満児のための広い遊戯空間 ・未満児ホール ・運動できる広い屋内空間
4)屋内救急活動スペースの確保
5)屋外一時避難スペースの確保

○ ○

3歳以上児のための広い遊戯空間 ・遊戯室 ・運動できる広い屋内空間
4)屋内救急活動スペースの確保
5)屋外一時避難スペースの確保

○ ○

E

活
動
し
や
す
い

妨
げ
な
い

E-19
インフラ（電気・給水・暖房）が途絶えて
も利用できる施設

[1]
安全で安心して利用
できる施設

E-20 学び続けられる環境

[2]
充実した教育・保育
を提供できる施設

[3]
子どもにとって魅力
ある施設楽

し
い

E-24 家庭にない環境を持ったワクワクする園舎

E-25 天候に左右されない活動スペース
➀、➁、③、
⑦、⑧、⑨

９／９
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